
Ⅲ．研究

7．邦文誌編集委員会

委員長　古　森　　公　浩

邦文誌（日本外科学会雑誌）について
日本外科学会雑誌は，年間 9巻（通常号 6巻，臨時増刊号 3巻）を発行している．
1巻あたりの制作部数は約 38,000 部であり，今年度は第 114巻第 2号及び臨時増刊号（2）の抄録号を会
員に配付した．
本誌の充実をめざして邦文誌編集委員会を 4カ月に 1度開催している．

邦文誌の内容
1．会員より原稿を募る
症例報告，研究速報，特別寄稿，総説，随筆，提言，学会出席者の感想文，私の療養体験，会員の近況
報告，私の作品（写真，絵，短歌，俳句など）
2．原稿依頼
a．	特集（第 98 巻第 8号より編集委員により企画）
b．	会員のための企画（会員に役立つような内容を企画）
	 毎号，「医療訴訟事例」を掲載している
c．	Editorial（編集委員が執筆）
d．	手術の tips and pitfalls（図を中心とした手術の工夫やコツ）
e．	卒後教育セミナーの講演要旨（第 48 回卒後教育セミナーより掲載）
f．	特別寄稿（現在話題となっている内容を依頼）
	 昨年の第 114 巻は N女性外科医支援などの内容で計 12 篇を掲載した．
e．	会員へのメッセージ（第112巻1号より本会各委員長から一般会員へ委員会の現状を報告するための
企画）

3．掲載料金
a．	総説，症例報告 5万円
b．	研究速報 3万円
c．	特別寄稿，随筆，提言，学会出席者の感想文，私の療養体験，会員の近況報告，私の作品（写真，
絵，短歌，俳句など）無料．枚数超過の場合は 1万円

d．	学会・研究会案内 1/3 頁 2 万円
4．依頼原稿執筆料
会員は 5万円，非会員は 10 万円．（特集の前文やEditorial を執筆する編集委員は無料）
なお，本誌のQuality を向上させるため英文抄録のCheck を第 99巻第 1号よりMs．シンシア氏に 1編
2,250 円にて依頼している．

日本外科学会雑誌（邦文誌）の在り方について
英文誌編集委員会や将来計画委員会と共同して，2013年 1月 16日～2月 15日の期間で，「日本外科学会
雑誌（邦文誌）の在り方についてのアンケート」を実施した（対象者数：37,691 名，回答者数：6,020 名，
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回答率：15.9％）．その結果を踏まえた上で，理事会の決議により，「邦文誌の在り方検討ワーキンググルー
プ」が設立された．

1）邦文誌の在り方検討ワーキンググループ

委員長　金　子　　公　一

日本外科学会雑誌のリニューアルについて
理事会の決議により，「邦文誌の在り方検討ワーキンググループ」が設立され，第 1回のワーキンググ
ループを開催した．内容としては，以下の理事会決定事項を踏まえた上で検討し，複数の出版社の見積り
から，選定することとしている．
1）	平成 28（2016）年 1月発刊の第 117 巻第 1号より，リニューアルする．
2）	学会誌として継続する．
3）	現行どおり隔月発刊とする．
4）	本ワーキンググループで，出版社の選定まで行うこととする．

8．英文誌編集委員会

委員長　澤　　　　芳　樹

英文誌（Surgery Today）について
本誌は，年間 12 冊，電子ジャーナルを含めて約 40,000 部を発行している．平成 25 年度中に 46 ヶ国よ
り 1,408 編の投稿があった．同年発行の第 43 巻には 256 編が掲載され，平成 25 年度の採用率は 18.2％で
あった．
2011年 11月よりOnline Firstでの出版を開始している．Online Firstの出版により号の出版を待たずに
論文ごとの電子版の出版が可能となり，掲載までの期間は平均 6ヶ月と短縮できた．Online First に掲載
された論文は，電子版出版は正式な出版と認められておりDOI（Digital Object Identifier）のコードによ
り，頁なしでも引用可能となっている．
2013 年のOnline First で出版された論文数は，Review：27編，Original：137 編，Case Report：85編，

Short Communication：1 編，How to do it：6 編，Letter to the Editor：3 編となっている．

二重投稿指針および罰則規定について
Surgery Todayには日本語で発表した後に観察期間を延長し，英文にした論文に対する具体的な規定は

ない．Double publication secondary publication についての本委員会の規定を国内外に広く発信するよう
理事会で決議されたことにより本委員会としての案を作成し，Guidelines to authorsに ICMJEに従うよう
記載することとしている．
また，罰則規定については，本学会の罰則規定に盛り込む必要があるかどうか検討することとし，方針
と罰則規定は継続審議事項とした．今後，この方針と罰則規定を本学会ホームページに掲載する予定であ
る．
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引用文献について
掲載待ち原稿を減少させるために，2011 年の論文掲載数を従来の 1.5 倍とし 314 編掲載した．これによ
り，2012 年の Impact factor は，0.963 となっているが 2013 年の Impact factor は，現状で 0.958 となって
いる．本年 6月に Impact factor が公表されるが，通常 6月まで徐々に数値が上がっていくので最終的に
は，1.0 を超えると予想される．
また，2014年も掲載論文数を1.5倍とさせていただいているが，Impact factorに影響しないようOriginal
と Case Report の掲載比率を 2対 1とさせていただいている．
Vol. 41（2011 年），Vol. 42（2012 年）に掲載されたReviewの 2012 年の被引用回数は，175回（平均 2.6
回），Original の被引用回数は，181 回（平均 1.0 回）となっている．Reviewの最大被引用回数は，11 回，
Original の最大被引用回数は，5回となっている．その一方全く引用されなかった論文は，合計282編あっ
た．
これらの結果から，更なる Impact factor の上昇を目指すには，Review・Original の掲載数および被引
用回数の増加が必須との見解から代議員に昨年Reviewの執筆依頼をさせていただいた結果，21名より執
筆いただいた．今後も継続して執筆依頼をさせていただく予定である．
代議員の先生方には，教室の先生方が投稿される際には，本誌を引用いただくよう是非お願いしたい．
平成 18 年に研究助成委員会が廃止され，本委員会が研究奨励賞の授賞者選定を引き継ぐこととなった．
本年度　第 20 回の授賞者を下記の如く決定させていただいた．
最後に，投稿原稿数の増加とともに編集委員並びに代議員の負担も年々大きくなっており，この場を借
りて厚くお礼申し上げたい．

第 20 回研究奨励賞授賞者　5名
研究奨励賞受賞者
中川　基人（平塚市民病院外科）
A randomized prospective trial comparing clinical outcomes 3 years after Surgery by Marcy repair 
and Prolene Hernia System® repair for adult indirect inguinal hernia 43：1109―1115
廣澤知一郎（東京女子医科大学第二外科）
Prognostic factors in patients undergoing complete resection of pulmonary metastases of colorectal 
cancer：a multi-institutional cumulative follow-up study 43：494―499

伊藤　博道（筑波大学医学医療系　循環器呼吸器外科）
Significant correlation between endothelial nitric oxide synthase（eNOS）expression and alveolar 
repair in elastase-induced rat pulmonary emphysema 43：293―299
伊藤　寿朗（札幌医科大学心臓血管外科）
Infradiaphragmatic malperfusion of acute aortic dissection associated with previous abdominal aortic 
aneurysm repair 43：1019―1024
岡野　圭一（香川大学医学部消化器外科学）
Pancreatic thickness as a predictive factor for postoperative pancreatic fistula after distal pancre-
atectomy using an endopath stapler 43：141―147
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掲載原稿種別表

年　　　次 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97
巻　　　数 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27
投　稿　数 119 102 142 164 131 151 179 197 208 275 268 322 339 419 443
掲　載　数 95 89 83 76 87 119 116 119 120 107 206 222 211 212 245

採用率（％） 79.8 87.3 58.5 46.3 66.4 78.8 64.8 60.4 57.7 38.9 76.9 68.9 62.2 50.5 55.3
Editorial 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7
Review 5 4 12 4 6 5 7 6 1 7 1 5 5 3 2
Original 75 77 50 44 47 71 59 67 67 59 107 106 101 82 120
Case Report 0 0 12 19 25 33 44 38 47 37 89 93 88 99 97
Short Communication 10 5 7 9 6 6 2 7 5 3 7 8 5 9 9
How to do it 3 3 1 0 3 4 1 1 0 1 2 10 12 7 10
Others 2 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 12 0
Impact Factor 0.21 0.223 0.188 0.163 0.118 0.171 0.209 0.233

年　　　次 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13
巻　　　数 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43
投　稿　数 429 438 424 509 607 667 623 566 926 948 1099 1232 1165 1245 1525 1408
掲　載　数 281 271 239 247 243 214 238 216 231 235 231 220 217 314 226 256

採用率（％） 65.5 61.9 56.4 48.5 40.0 32.1 43.9 38.2 24.9 24.7 21.0 17.8 18.6 25.2 14.8 18.2
Editorial 9 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 1 0 2
Review 1 1 4 2 3 0 8 13 5 10 11 19 37 30 13 24
Original 102 100 97 86 88 76 102 102 102 75 85 74 76 108 93 130
Case Report 152 145 129 142 146 134 113 91 109 137 120 106 91 161 102 74
Short Communication 6 9 2 6 2 2 2 1 1 2 6 4 2 5 3 5
How to do it 11 14 7 11 4 2 13 8 10 10 5 15 7 9 13 14
Others 0 1 0 0 0 0 0 1 4 1 3 2 2 0 2 7
Impact Factor 0.303 0.379 0.356 0.480 0.501 0.528 0.553 0.478 0.698 0.679 0.804 1.050 1.057 1.224 0.963

投稿数内訳
Original 145 171 149 166 196 222 174 146 232 264 297 366 357 416 542 524
Others 284 267 275 343 411 445 449 420 671 683 807 873 809 837 983 884
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1）Case Report 誌検討ワーキンググループ

委員長　松　原　　久　裕

Case Report 誌について
本学会英文誌Surgery Todayは順調に Impact factorも上昇し，投稿数も増加しているが，Case Report
が投稿数の約半数を占めている状況である．掲載待ちも増えている状況であり，採用率をかなり低く設定
しているが，Case Report は若手外科医の登竜門である論文でもあるので 2―3 年前から Case Report 誌を
創刊する議論が活発に行われている．しかし，代議員が Surgery Today に Original Article を投稿，もし
くは代議員が投稿するよう義務化してから創刊するべきとの慎重論もあった．
本委員会は，これまで 3回の委員会を開催し，Case Report 誌のコンセプト，発刊時期，創刊委託業者
などを検討した．第 3回の検討委員会では，出版委託業者を選定するプレゼンテーションを行った．
コンセプト
掲載待ち原稿を減少させるため，若手外科医の登竜門であるCase Report をより多く掲載し，新たな外

科治療技術の開発，外科治療の新たな展開に結びつく貴重な症例の経験を世界の外科医が広く共有するこ
とを目的に創刊する．
発刊時期
2015 年 1 月とする．

創刊委託業者
シュプリンガー・ジャパン株式会社とする．

編集委員会構成
Surgery Today誌とCase Report誌は，トムソンロイター社がImpact Factorを算出する際に同一Jour-
nal と誤認識してしまう可能性があるため異なる構成とする．
創刊形態
オープン・アクセスとし，E-Only Journal のみとする．

9．臨床研究推進委員会

委員長　桑　野　　博　行

委員会を 2月 22 日，11 月 7 日に開催し，新たに創設した臨床研究助成の選考や臨床研究セミナーを計
画するとともに，外科領域においてエビデンスに基づいた医療を実践すべく臨床研究を検討した．

1．‌�平成 25 年度厚生労働科学研究費補助金で採用された課題はなかったが，引き続き，採用されやすい学
術的重要なテーマや医療経済に寄与するテーマを選択して申請を行っていく予定である．

2．‌�平成 25年 3月 19日に改訂した「外科研究の利益相反に関する指針」の施行に伴う各種の具体的な運用
状況について検討した．

3．‌�新たに創設した臨床研究助成「日本外科学会臨床研究助成」（500 万 1 件），「若手外科医のための臨床
研究助成」（100 万 5 件）の選考をし，第 12 回臨床研究セミナーの前に授賞式を開催予定である．
また，NCDデータを活用した総論的な臨床研究に対して，助成金として経費を負担する仕組みを検討
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した．なお，「肥満が外科手術に及ぼす影響に関する全国調査」ワーキンググループでNCDデータを
活用した調査結果を第 12 回臨床研究セミナーで発表予定である．

若手外科医のための臨床研究助成授賞者　5 名（五十音順）
・萱島　寛人（九州大学消化器・総合外科）
安全で低侵襲なEOB-MRI を用いた生体肝移植術後の肝鬱血領域の機能評価に関する研究
・竹山　廣志（大阪大学消化器外科）
近赤外線腹腔鏡装置と近赤外蛍光色素を用いた新規可視化内視鏡用クリップの開発
・本田 正樹（熊本大学小児外科・移植外科）
2光子励起顕微鏡を用いた小腸虚血再灌流障害時における好中球動態の解析	
・三吉　範克（大阪府立成人病センター外科）
血中遊離DNAとエクソソームを用いた大腸癌の臨床的悪性度と治療効果予測	
・吉田　幸弘（東京大学呼吸器外科）
病理学的悪性度の予測を目的とした小型肺腺癌の画像解析～医工連携による革新的な画像診断技術の
開発～

4．‌�臨床研究セミナーの重要性を鑑み，春と秋の2回開催するとともに，本セミナーの参加は外科専門医制
度における研修実績（5単位）となる．平成25年度に開催された第10回，第11回の臨床研究セミナー
は 621 名，117 名の参加であった．
第 12 回臨床研究セミナーを下記の如く 4月 5日に開催予定である．

第 12 回　臨床研究セミナー
日　時：平成 26 年 4 月 5 日（土）9：30～12：00

（第 114 回日本外科学会定期学術集会 3日目）
場　所：国立京都国際会館 1F（第 1会場（メインホール））
【プログラム】
開会の挨拶

上本　伸二　京都大学大学院肝胆膵・移植外科学
　　　　　　（第 114 回日本外科学会学術集会会頭）

第 1部　外科臨床研究成果の国際発信のすすめ
司会：笹子　三津留　兵庫医科大学上部消化管外科学
1：外科領域における臨床研究推進と日本外科学会英文誌“Surgery Today”の役割
澤　　芳樹　大阪大学大学院心臓血管外科学
　　　　　（英文誌編集委員会委員長・臨床研究推進委員会副委員長）

第 2部　臨床研究の基礎
司会：赤澤　宏平　新潟大学大学院情報科学・統計学

浅尾　高行　群馬大学大学院がん治療臨床開発学
1：臨床研究のあり方
西山　正彦　群馬大学大学院腫瘍薬理学
　　　　　　（日本癌治療学会理事長）

2：臨床研究と利益相反
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土岐祐一郎　大阪大学大学院消化器外科学
第 3部　外科臨床研究の実践
司会：馬場　秀夫　熊本大学大学院消化器外科学

桑野　博行　群馬大学大学院病態総合外科学
　　　　　　（臨床研究推進委員会委員長）

1：NCDを用いた外科臨床研究の実践
瀬戸　泰之　東京大学大学院　胃・食道外科学
　　　　　　（臨床研究推進委員会副委員長）

2：乳癌の臨床研究
山下　啓子　北海道大学乳腺外科学

3：稀少がんの臨床研究
1）GIST 
西田　俊朗　国立がん研究センター東病院

2）NET
今村　正之　京都大学名誉教授・関西電力病院顧問

特別発言
北村惣一郎　国立循環器病研究センター名誉総長・堺市立病院機構理事長

総括・閉会の挨拶
梛野　正人　名古屋大学大学院腫瘍外科学
　　　　　　（次期日本外科学会定期学術集会会頭）

1）利益相反委員会

委員長　桑　野　　博　行

本委員会は外科臨床研究の利益相反に関する指針にもとづき，臨床研究推進委員会のもとに新たに平成
21 年度新設された委員会である．
本委員会は，指針に基づき，役員等から提出された利益相反自己申告書の管理，利益相反自己申告書に
対して，疑義もしくは社会的・法的問題が生じた場合の対応等を目的としている．
委員会を 2月 22 日，11 月 7 日に開催し，本委員会の目的の確認，提出された利益相反自己申告書を検
討した．なお，役員等の利益相反自己申告書対象144名全員から提出され，特に問題が生じるものはなかっ
た．
役員等の利益相反自己申告書は外科学会事務所に厳重に管理している．

10．国際委員会

委員長　上　本　　伸　二

1．国際委員会情報について
本会と密接な関連がある国際学会ならびに主要国の外科系学会の最新情報を逐次整理して，日外会誌上
に随時掲載している．
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2．外国人名誉会員について
外国人名誉会員の推薦について，第1号議案で報告のあったJacques Belghiti教授とL.William Traverso
教授の 2名を推薦した．

3．若手外科医の学術交流制度について
American College of Surgeons（以下ACS）とドイツ外科学会とは，それぞれの学術集会にお互いの学

会から推薦のあった若手外科医を 1名ずつ招聘し，学術発表の機会を与える交流である．
【ACS】
第 99 回 ACS 出席（平成 25 年）本会からACSへ参加
伊藤　心二　正会員（田川市立病院）
第 114 回（平成 26 年）本会へ参加
Joho Thomas Mullen　先生
【ドイツ】
第 131 回（平成 26 年）本会からドイツへ参加予定
進藤　潤一　正会員（東京大学肝胆膵外科）
第 114 回（平成 26 年）本会へ参加
Pawel Mroczkowski　先生

4．各国際学会代表講演について
学術集会で各学会の代表者の講演を行っている．第 114 回は以下の 4名である．
【American College of Surgeons（ACS）】
Carlos A.Pellegrini　先生
【German Surgical Society（GSS）】
Joachim Jaehne　先生
【Society of University Surgeons（SUS）】
Dev M.Desai　先生
【British Journal of Surgery Society（BJS）】
James Garden　先生

5．Society of University Surgeons（SUS）との交流について
従来から交流を行ってきたSUSについては，国際委員会が交流の窓口となっている．今年2月に開催さ
れたAcademic Surgical Congress では，本会から 18 演題が受け入れられた．

6．デベロピングカントリーの外科医との交流（トラベルグラント）について
第 93回総会より実施されたこの制度は，第 94回総会の際から本会の正式事業として，20～30名に対し
て一人 10～15 万円の旅費を補助している．本年度も，選考に際しては会頭のサポートに徹した．
選考時に考慮すべき要件（覚書き）
1）地域性
2）研究発表の分野
3）‌�複数回の応募（当選している場合と，応募するも落選している場合が考えられ，前者は選考から外
し，後者については選考の対象とし，できれば選出する）
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7．研修証明書（Certification）発行について
平成 4年度より，本会の認定施設において研修を行った海外からの留学医師に対して標記を授与してい
る．規定は下記の通りである．
海外からの留学医師に対する研修証明書（Certification）規定
1）‌�本証明書は，海外からの留学医師が，外科学会の認定する施設において一定期間の研修を終了したこ
とを証明するものである．

2）外科学会国際委員会は当該施設より提出された一定書類に従い本証明書の発行を行う．
3）研修期間は 6カ月以上とする．
4）本証明書には，外科指導責任者の署名および外科学会理事長の署名を必要とする．
5）本証明書発行に必要な費用（5,000 円）は被証明者負担とする．

8．国際学会の交流状況・交際費について
学会名は特定せず「海外学会」とし，出席者も「理事長・会頭あるいは本会としての代表者」と幅広く
して，掛る経費は実費精算としている．
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